
京都大学大学院教育学研究科紀要第53号2007

吸血鬼と恐れの変容
-心理臨床における異界との関わりについての一考察-

井　　上　　嘉　　孝

†　はじめに　T

心理臨床において,恐れが訴えられることは珍しいことではない｡恐れには様々なレベルがあ

るが,心理的な問題が生じることに対する恐れや,恐れそのものとしての問題が生じることによっ

てクライエントの世界は一変させられる｡それは,いわば日常的な世界に裂け目を生じさせる非

日常的なものであって,現実的な対処がその改善や変化にあまり役に立たないこともあるO　その

ような意味において,クライエントとは心理的な問題によって異界と接することを余儀なくされ

ている人であるとも言えよう｡癌患者との関わりにおいて岸本(1999)は,異界を生きる人と共

にいるためには相当な覚悟と配慮が必要とされると指摘したが,このような異界への配慮とでも

言うべき視点は,いかなる事例に対しても求められているのではないだろうか｡

異界とは,主に民俗学で取り上げられてきた概念であり,あの世や彼岸としてこの世の外部に

あると考えられてきた｡異界がリアリティを持たない文化･社会･時代は,人間の歴史から見る

とごく一部であろう｡かつて,異界は我々のそばにあった｡現代でこそ異界やそれと現実世界と

の境界は身近なものではないが,小松(2002)は次のように述べる｡ '.異界はどこにもないが,

どこにでもある｡異界とは,それをリアリティとして感じ取っていた人にしか現れないのです｡

いたるところに異界はあり,別の観点からは異界はどこにもない｡それは,私たちが発見してい

く,あるいは先祖がそう恩ってきた歴史を発見していくしかないわけです..0

我々に異界のリアリティを感じさせてくれるのが,様々な物語に登場する魔物･怪物･お化け･

妖怪などである｡妖怪とは世界に生起する出来事のうち,正体不明であるがゆえに人々に不安や

恐怖を生じさせる現象･事物を意味しており,古代人はこれを｢もの｣,その出現の兆候を｢も

ののけ｣と呼んだ(小松, 1983)c異界のモノたちは我々に不安や恐怖を生じさせるが,不安や

恐怖こそが我々にモノを語らせるのである｡

I.悪魔は人間の心のなかでたえず変化している･-悪魔は,好んで近代的になりたがる'つセリグ

マン, 1961)｡心理学の立場としては,それら異界のモノの実体を解体するのではなく,そのイ

メージに結実しているありように留まりつつ,それと向かい合い,味わい,そこに内包されてい

るものをより深く捉えると同時にそこからの影響を被っていく作業が求められるのではないか｡

そこで本稿では,人々に恐怖をかき立てる代表的な怪物である吸血鬼とその変化を取り上げる｡

死の観念をめぐる文化や宗教性といった背景を抜きにして吸血鬼を論じることはできない1｡し

かしそのような議論に立ち入ることは最低限に留め,心理臨床の視点から吸血鬼と恐れについて

検討し,それが心にとって何を意味するか考察していきたい｡
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I　伝承の中の吸血鬼　†

吸血鬼｡現代の日本人がそう聞いて思い浮かべるのは,その名が吸血鬼の代名詞となっている

ドラキュラであり,黒いマントを翻して夜の闇を疾駆する耽美的な魔物の姿であろう｡

1897年,小説『吸血鬼ドラキュラ』の初版がアイルランド人作家プラム･ストーカーによって

出版された｡ストーカーの手によるドラキュラ伯爵は,ワラキア(ルーマニアの一部)の領主と

して実在したゲラド･ツェペシュVlad Tepes (1431-1476)をモデルとしている｡このドラキュ

ラや, 1920年代以降数多く製作された恐怖映画などによって,吸血鬼には黒マント姿の貴族とい

うイメージが定着しているものと思われる｡

しかし,実のところそのような吸血鬼は19世紀以降の時代に限定されたフィクションとしての

イメージなのである.中世以来ヨーロッパではキリスト教の繁栄の陰で様々な吸血鬼2が,民衆

にとってノンフィクションの存在として跳梁故屈していた｡吸血鬼vampireという語が英語に入っ

たのは18世紀前半3であり,その頃のスラグ地方には最も多くの吸血鬼が現れた｡その一部は国

家の公式記録にも登場している4｡ 18世紀フランスの聖職者･神学者であったカルメによる記述

などをもとに,以下二つの有名な吸血鬼事件を見てみよう(カルメ, 1973の他,バーバー, 1991 ;

セリグマン, 1961など参照)0

1732年, ｢パオレ事件｣が軍医によって公式報告された｡かれこれ五年はど前のこと,トルコ

とセルビアの国境に住むアルノード･パオレという男が,干草車に押し潰されて死んだ｡それか

らわずかな間に数人が急死した｡その地方の言い伝えによれば,それは吸血鬼にとり愚かれた人

間の死に方であった｡そこで人々は,パオレが戦線にいた頃トルコの吸血鬼に苦しめられていた

と言っていたことを思い出した｡彼が悩んでいたのは,血を吸われた者が今度は吸う側に回ると

信じていたからであるO　しかし吸血鬼の墓の土を食い,その血を少し読めて救われる道を見っけ

た5と言っていたにもかかわらず,埋葬後四十日目に掘り出された彼の屍体には吸血鬼の徴が認

められた｡身体は鮮やかな血色で,髪も爪も髭も伸びており,血は固まっていなかった｡習俗通

り杭で心臓を突き刺すと彼は恐ろしい叫び声を上げた｡その後,彼とその被害者17人の死体は焼

かれて処分された｡

次に1725年の｢プロゴヨヴィツ事件｣では,ハンガリーに近いセルビア領キシロファ村に住ん

でいたベーター･プロゴヨヴィツが, 10週間前に死亡し埋葬されたO　しかし彼は睡眠中の村人の

もとに現れ,彼に襲われた人々は24時間後に次々と死亡した｡被害者が臨終の床で｢夢の中で彼

が忍び込んできて,喉に噛み付いて吸うのだ｣と語ったため,彼は吸血鬼になったものとしてそ

の墓が暴かれた｡するとその皮膚は新鮮で,頬には赤みが差し,毛髪と爪は伸びていた｡そして

ロには被害者から吸ったと思われる鮮血がついていた｡彼の体に杭が打ち込まれると,全身から

移しい血を噴出した｡ただちに彼は,焼いて灰にされてしまった｡

歴史上高名な吸血鬼と称される者は他にも数多くいる｡例えばドラキュラのモデルとして先は

ど述べたゲラド･ツェペシュや,ジャンヌ･ダルクを扶けたジル・　K・レエ卿(1404-1440),

-ブスブルグ家と縁の深い家柄の出身で-ンガリーの伯爵夫人であったエリザベート･バートリー

(1560-1614)などの貴族たちのはか,ロンドンの吸血鬼ことジョン･へィ,デュッセルドルフ

の吸血鬼ことベーター･キュルテンら20世紀の大量殺人犯たちが挙げられようO　ただし,彼らは

自らの倒錯した欲望によって血なまぐさい事件を起こした実在の人物であり,非人間的存在とし
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ての吸血鬼ではなく,全く非人間的ではあるが生きた人間であった｡つまり彼らはあくまで比職

的な表現として吸血鬼と称されているのである｡

しかし吸血鬼発祥の地でもあるスラグの民間伝承の中に出現する吸血鬼は,土葬にまつわる習

慣とともに描かれており,蘇った死者であった｡また,それは貴族や殺人犯ではなく,土俗的な

香りのする民衆として近親者や隣人のもとに現れる存在であった｡すなわち,もとの伝承に従っ

て吸血鬼というものを定義するならば｢死後復活して,縁ある者を襲う生ける死者｣とするのが

妥当であると考えられる6｡

I　伝承の吸血鬼の特徴　一実体性とその排除-　I

伝承の中の吸血鬼は,民衆にとって身近かつ現実的であったがゆえに非常に恐ろしい存在であっ

た｡もちろんヴァリアントは数多くあるが,伝承にしたがって,その典型的特徴をまとめてみよ

う｡

①　特徴的な死者:吸血鬼になるのは,主に特徴的な死者である｡

②　腐敗しない死体:死後に霊魂としてではなく,肉体を持った物理的存在として蘇る｡

③　縁者を襲う:家族･隣人などの縁者を襲い,様々な害をなして死に至らしめる｡

④　感染:吸血鬼の被害者はその死後に吸血鬼となる｡

⑤　変化:人間が非人間的存在の吸血鬼に変化する｡吸血鬼は動物や霧などに変化できる｡

⑥　退治:にんにく･杭･火葬など,特定の方法によって退治される｡

① ｢特徴的な死者｣とは,猪などの動物にその死体の上を飛び越された者,吸血鬼に殺された

者,魔術や妖術などに携わった者や異能者,犯罪者,自殺や他殺者,産死者･異常出生者(奇形

や赤い羊膜を被っているなど) ･私生児などである(種村, 1983;平賀, 2000)｡洗礼を受けら

れなかった者や破門･戒律違反者はキリスト教の正式な葬儀を受けられず,神罰があると考えら

れ,吸血鬼出没の不安と恐怖をかき立てる背景となった7｡また宗教的に真っ当な人間であって

も,その葬儀が正しく行えない場合には同様であった｡

葬送とは死者の成仏のために行われ,この世への未練や肉体への執着を断ち切るものであるが,

上記の特徴を別の側面から見ると,複雑な思いや未練を残すことが多い死であると考えられる｡

日本における幽霊の典型的なセリフは｢うらめLや｣であるが,西洋においても''肉体的な情欲

が断ち切れないために生きているもののもとへ帰ることをしいられた死者たち.I (セリグマン,

1961)がこの世に戻ってくる｡吸血鬼が肉体を持った物理的存在として蘇るという点や,縁者を

襲うことにもこのような未練がよくあらわれているように思われる｡

しかし死はいかなるものであっても,残された者に不安･悲嘆･哀惜･後悔･怒り･罪悪感な

ど様々な思いを生じさせる｡そのような必然的な思いこそが死者と別れ,送るために行う葬送の

儀式を発展させたと考えられる｡だが何らかの理由によってその儀式がしっかりと行われない場

合には,送る側の思いも収まり難いのではないだろうか｡

小此木(1979)は,対象喪失の後で思慕の情が続くと失った対象を再生させ永久に保持したい

願望にまで高まるという｡一方,無意識にその者の死を願う気持ちなど,思慕の裏にありうるネ

ガティブな思いは死者に対する強い恐れにつながっていくと考えられる｡吸血鬼には人々の態く
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複雑な思いが集約されていると思われるが,伝承の中では恐怖以外の人々の感情はあまり記述さ

れていない｡しかし吸血鬼伝承があらわすこのような思いについて,種村(1983)はいみじくも

.'死体追慕と死者恐怖との両極に分裂した,古くからの死に対する人間のアンビザァレンツの表

現''と述べている｡

② ｢腐敗しない死体｣物理的･具体的存在として蘇るのが吸血鬼である｡破門されたり洗礼を

受けられなかったりした者は,神罰によって身体が腐敗しないと考えられた｡吸血鬼は,大地に

迎え入れられない恐るべき存在と捉えられた(あるいは悪しき反自然的存在であるがゆえに,大

地という自然に迎え入れられない)｡だがその一方でキリスト教では,聖人の死体は永遠の美の

封印の象徴として腐敗しないとも考えられているのである｡つまり腐敗しない死体にはまるで逆

の二通りの解釈が与えられたのである8｡いずれにせよ,自然なあり方(腐敗)を否定すること

は超越的な属性を付与される徴となる｡ただし吸血鬼伝承に見られるように,俗人が自然に反し

て腐敗しないことは主として悪の徴とされたのである｡

③ ｢縁者を襲う｣吸血鬼が被害者に死をもたらすことはその恐怖の大きな要因であるが,しか

しそれだけではない｡先はど述べたように死者への恐怖感の背景には,死者に対する後悔や罪悪

感あるいは無意識の死の願望が考えられた｡その思いが強く複雑であるほど,恐怖感も強いと考

えられる｡

マリノウスキー(1999)は死体からは有害な力が出ており,よそものには無害であるが,親族

には危険があるため死体から離れていなくてはならないという未開人のタブーを紹介している｡

すなわち死者が自分と近い存在であるほど,その死を巡って感じられる思いは強く複雑であると

考えられ,それは必然的に強い恐怖に通じると言える｡フロイト(1969)ば-無気味なものとは,

一度抑圧を経て,ふたたび戻ってきた｢馴れ親しんだもの｣ I.であると述べ,白雪姫などの童話

や聖書における蘇りは無気味な印象を与えないことから,不安を呼び起こすのは物的あるいは心

的現実性であるとしている｡吸血鬼が縁のあった者を対象に害をなすと考えられてきたのも,そ

のような根源的な心理を背景としているのではないだろうか｡

さて,吸血鬼に襲われたとき,第一の被害は文字通りの吸血であることが多い｡血は様々なタ

ブーと神聖なものを喚起させるo ''動物の霊魂あるいは精霊は血の中にある" (フレイザ-, 1951)｡

聖書には.わたしが血をあなたたちに与えたのは,祭壇の上であなたたちの命の煩いの儀式をす

るためである｡ -いかなる生き物の血も,決して食べてはならない｡すべての生き物の命は,そ

の血だからであるO　それを食べるものは断たれる｡" (レビ記17.10-15)とあるO

また種村(1983)によれば,血は霊魂の永生の象徴であり,それゆえ吸血鬼が吸い取っていく

ものは血に限らない｡ Aarne (1961/1973)によるフォークロアの分類において363 ｢死体や花

嫁を食う｣ The Vampireが挙げられている｡性的関係を後家の妻に迫ったという話(例えば種

村, 1983, pp.21-22)も多く見られる｡それゆえ吸血鬼は,物理的に蘇り,自らが生きるための

エネルギーを血や肉体という物質に求める｢物質的なものを指向する存在｣と言えよう｡

④ ｢感染｣は,吸血鬼の非常に大きな特徴である｡パオレ事件･プロゴヨヴィツ事件はともに,

感染という要素が吸血鬼に対する非常に強い恐れを生み出していた｡それは吸血鬼の被害者にな

ることによって自らも吸血鬼になってしまうかもしれないという恐怖である｡

悲哀の苦痛や思慕の情が強いあまりに,失った対象と同一化することでそれを克服しようとす
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る心の動きがある(小此木, 1979)｡吸血鬼はその被害者と近い存在であり,ある意味で吸血鬼

と被害者とは感染以前から共通性をもっている｡すなわち血縁,地縁などという共通性の基盤の

上に恐れが生じてくるのである｡それは裏を返せば自らの吸血鬼性,つまり｢私は吸血鬼が意味

するものを持っている｣ということを意識させられる恐怖に他ならないのではないだろうか｡

⑤ ｢変化｣前項でも述べたように,人々は自分が吸血鬼になることに非常な恐れを抱いた｡吸

血鬼になるということは,死すべきものmortalとしての人間が,不死/不変のimmortal存在へ

と変化するということである｡ ''彼は生きながらえるために,生きものの血を飲まなければなら

ない｡ -彼の肉体は腐敗すべきであるのに,みずからの意志でそうすることはできないり(マク

ナリー･フロレスク, 1978)とは,人間には想像しがたい不死の/神のimmortal苦しみであろ

う｡

また不死で不変の吸血鬼は,犬･猫･煽幅など様々な動物や霧などに変化する能力を持っ｡祝

福されたものとしての死と安らぎのみが,吸血鬼に絶対に訪れない変化なのである｡すなわち吸

血鬼になることとは,不変であるが様々に変化するという逆説的存在になることであり,その代

償として永遠に救済されない存在になることでもある｡

⑥ ｢退治｣ここまで述べてきたように吸血鬼には(民衆にとって心理的･物理的に)現実の恐

れがあり,人々はそれを排除する必要に駆られた｡穏やかな対処法としては,墓や家の周りに小

麦の種などを撒いておくO　すると吸血鬼はなぜかそれを一粒一粒数えずにはいられないので,敬

えているうちに夜が明けて帰っていってしまう｡このような話には御伽噺のような恐怖と滑稽味

があるO　また,吸血鬼に対する有名な武器であるにんにくや十字架も,吸血鬼を退治するという

よりは追い払うためのアイテムであった9｡

しかし,現実的な恐怖として吸血鬼の実在が信じられていた時代には,吸血鬼はさらに徹底的

に退治されるべきものであった｡その退治方法には,吸血鬼とみなされた死体の頭を切り落とす,

胸に杭を打ち込むなど様々な方法があったのだが,最も徹底的な方法は燃やすことであった｡燃

やすと灰になり,その実体は消える｡つまり燃やすこととは,吸血鬼の最大の特徴である物理的

に蘇ってくるという実体性を破壊する行為に他ならない｡しかしそれは時代･文化･宗教的にみ

て,死体の凌辱に他ならない反自然的で人工的artificialな行為でもあった10｡

I　吸血鬼の変化　一実体性の喪失と内面化-　I

伝承におけるノンフィクションの吸血鬼は,腐敗しない死体として蘇り,吸血に象徴される害

によって縁者に恐怖をもたらす実体的存在であった｡その恐怖は,キリスト教によって救済され

ない悪･反自然･不変性という性質を感染させることによる｡しかしそれらの性質は,原罪･楽

園追放･不死への願いなどとしてもイメージされるように,実はある意味で人間にとって普遍的

なものであるとも考えられる｡ここで吸血鬼の根源に遡って,その意味をさらに掘り下げ,現代

に至るその変化や歴史性を捉えてみよう｡

種村(1983)は,吸血鬼の原型として女神へカテ-11に仕えた丞女の秘儀を挙げている｡真っ

黒なマントに身を包み,額と掌に悪魔の血の印をした魂女たちが墓地に忍び入り,目をつけてお

いた死んだばかりの美少年の墓を暴く｡亡骸に秘薬を塗り,硬直した蛇で鞭打つことで死者の霊

魂は呼び戻される｡やがて魂女たちはナイフで死者の胸を裂き,心臓をつかみ出して血を飲み干
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す｡霊魂が蘇ったがゆえに,これは生き血とみなされた｡このような秘儀は血の供蟻,すなわち

血の魔術的生命力を手に入れ,それを神に捧げることが重要であった｡

古代ギリシアの哲学者アポロニオスは,コリントで吸血鬼ラミア12に出会った｡彼の門人に,

メニッボスという若者がいた｡メニッボスは,美しくて大金持ちの異国の女性に愛されていた｡

身分は違っていたが,二人は結婚を望んだ｡結婚披露宴の主賓として招待されたアポロニオスは

門人の危険を感じ,婦人の家に着くと花嫁を紹介してもらいたいと言った｡彼は鋭い目つきで彼

女を眺めてからメニッボスのほうを振り向き, ｢金と銀の容器や装飾品は誰のものか?｣と尋ね

た｡ ｢彼女のものです｡私のものはこれ(自分の外套)だけですから｣とメニッボスは答えた｡

アポロニオスは｢この装飾品は,全部本物じゃない｡見せかけだ｡そして君の美しい上品な花嫁

は,人間じゃなく吸血鬼ラミアだ｣と言った｡アポロニオスが銀のコップを手に取ると,それは

まもなく消えてしまった｡同じように,その他の食器も見えなくなった｡料理人や召使は,アポ

ロニオスが呪文を唱えると,境になってしまった｡家は倒壊して廃城になった｡婦人はこれ以上

苦しめないようにと哀原しながら,真相を白状した｡彼女はメニッボスを食べる前に,彼を太ら

せるつもりだった(セリグマン, 1961;サマーズ･日夏, 2003)｡

古来東西,人を喰う女神はカーリー,鬼子母神など他にも数多いO　しかし人喰いは女神だけで

はない｡ユングは以下のような夢を自伝に示している｡

/Tを適L.丁地下の躍IZこわごわT/)てい(上, hの赤色のL､ゆうt:/Lが台のTまで及#',台

の_上には着金の玉座が45ったo　そこにばてっペ,i/こ一つのBがある巨大な肉の樺か佐立L,ており,

rよ(見てごろ^,あわか二八唆いですよ_jと母が叫ぶ声二か瀞こえた.それか恐れを一段と潜め,

Bが覚めると汗びっLよクで死なんばかクだっtz (Jaffe, 1972より筆者が要約)0

ここでは人喰いはファルスのようなものとして現れている｡ラミアも女神か男神かその両方か

わからない(ケレ-ニィ, 1974)というように,人を喰う(犠牲として求める)ものとは本来,

男女という性に分節化される以前の,人間には手も足も出ない圧倒的で,崇高さと怖さを喚起さ

せる｢聖なるもの｣ (オットー, 2005)と考えられるのではないだろうか13｡吸血鬼イメージの

根源には,そのような聖なるもののイメ-ジがあると考えられるO　だが人間を超え,喰らい,包

み込む神話的存在は中世において変化する｡このような変化に深く関係しているのは世界観の変

化であると思われる｡

16世紀半ば,コペルニクスが地動説を発表した｡ ..新しい芋苗像では上下の別がないから,秤

は上にありえないことになる｡また宇宙の外側には何もなく,新しい神の住まいを探さねばなら

なかった｡そこで,神の住まいはいたるところにあるという信念が,ひろくいきわたったのであ

る.. (セリグマン, 1961)｡宇宙像の変化は必然的に異界観も根底から変化させ,それに伴って異

界のモノたちも形而上的な存在としての神や悪魔から,より人間に近い形而下的存在へと変化し

ていった｡このような世界観の変化とともに,キリスト教の拡大に伴って土着の信仰が取り込ま

れ,そこで混交と乳蝶を生み出したことにも関係して, ｢18世紀スラグ地方｣にこそ異界のモノ

でありながらも物質性を指向する吸血鬼が最も多く見られたのだと考えられる｡

同じ18世紀には,啓蒙思想がヨーロッパに押し寄せた｡吸血鬼の闇は,啓蒙思想の光によって

表に表れると同時に実体性を失っていった｡吸血鬼は外側から観察･記述され,様々に論じられ

た｡その一方で死というものも民衆にとって徐々に身近なものでなくなり,宗教や商業によって
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囲い込まれた｡フランスでは1776年に教会内に墓を作ることを禁じる勅令が出され,イギリスに

は葬儀屋が開業し,ヨーロッパ各地で大規模な霊園が誕生した(ヴォヴェル, 1996)｡

そのような中で,ヨーロッパにおいて伝承の吸血鬼を文学化した先駆けは,ゲーテ(『コリン

トの花嫁』 1797年)である｡ 19世紀に至ると,ロマン主義の流れから貴族的な吸血鬼が描かれ

(ポリドリ著『吸血鬼』 1819年),それを噂矢としてゴシック文学上に吸血鬼が数え切れないほど

現れた｡そして19世紀末には吸血鬼文学として世界的にもっとも有名な『吸血鬼ドラキュラ』が

誕生したのである｡これらフィクションとしての吸血鬼は主人公たちに死をもたらす恐怖の対象

であり, 19世紀には戯曲として劇場に登場し,そして20世紀には恐怖映画としてスクリーンに投

影された｡

フィクションとしての吸血鬼には,従来見られなかった特徴がある｡伝承の中の吸血鬼は恐ろ

しい力のある影を持っており,死者を鏡に映すことも忌むべきこととされた(バンソン, 1994)

が,フィクションの吸血鬼は影を持たず,鏡にも映らない｡また燃やさずとも,太陽の光を浴び

ただけで灰になってしまう｡影を持たない,鏡に映らない,太陽の光によって灰になってしまう

など,これらの特徴は吸血鬼がその実体性を喪失したことを如実に示している｡

19世紀から20世紀はまた,科学的発見により血液･遺伝･心理に関する見方が大きく変化した

時代でもあった｡先ほども述べたように,古代から血液は生命や力を伝達する魔術的な物質であ

り,古代ギリシアの剣闘士は力を得るために倒した相手の血を飲んだ｡ 17世紀の医師は様々な病

気の治療のために動物の血液を人に輸血し,多くの死者を出した｡しかし1900年ABO式血液型

の発見により,血液は分離･研究が可能な人体の構成要素へと変容した(スター, 1999)｡

遺伝学は19世紀のメンデルの法則から飛躍的に発展を遂げた｡ ｢血のつながり｣と素朴に語ら

れてきたことがより微視的に捉えられ,生命を複写し創り出す物質としてDNAが見出された｡

遺伝子は身体の設計図であると言われるが,それは私個人に留まるものではなく,私に伝わり/

私が伝えるものをも意味するのである｡この遺伝情報が変化することで,遺伝的な病や障害が生

じる可能性が生じる｡しかし遺伝子の変異は特別なことではなく,健康な人の遺伝子にも理論上

敷箇所は必ず存在する｡いわば我々は全員が血によってそれを媒介する,感染したキャリアーな

のである｡遺伝子の発見によって,生命の歴史に乗って, -個体を超えて,全ての生命に伝わっ

てきた集合的なものがDNAという物質として個体的な身体の内に取り込まれた｡

さらに心理学の領域では, 『吸血鬼ドラキュラ』と奇しくも同時期にフロイトによる無意識の

発見があった｡伝承の吸血鬼が生まれた土地を決して離れなかったのに対して,ドラキュラはト

ランシルバニアの土を入れた棺の中に入ってロンドンへとやってくる0 『吸血鬼ドラキュラ』の

舞台は大都会のロンドンと, ｢森の彼方の地｣の意味を持つトランシルバニアという二つの地を,

意識と無意識の関係のように行き交う｡吸血鬼を光によって退治することは,無意識の意識化と

いう精神分析のパラダイムのメタファーのようでもある｡ I.デーモンとは-抑圧された欲動活動

の派生物にはかならない｡ -ヰ世がこれらの心的存在物を外界に投影し,その発生の原因を外に

求めたのに対し,われわれは投影を否定して,これらの心的存在物が棲息している患者の内面生

活そのものの内にその発生の原因を見る.I(フロイト, 1984)｡

囲い込まれた異界,あるいは異界の内面化｡赤坂が以下のように述べることは,世界観の変化

と無意識の発見との関連性を簡潔かつ明確に示しているO "かつて世界が内部/外部にくっきり
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二分されていた時代には-人々はみずからの<影>を,内部の欠かしえぬ補完項である<異界>

および<異人>としてしか体験できなかった｡ -<異界>という観念が薄れていったとき-･内面

化された<異界>は無意識と名づけられた'- (赤坂, 1985)c

これに呼応するように, 20世紀を通して吸血鬼は恐怖を投影する対象から内面を描かれる存荏

へと変化していった｡吸血鬼である自分に何の疑問も持たないレスタトに対して,自分の存在や

行動に苦悩し続けるルイが対照的に描かれているハリウッド映画にもなった｢インタビュー･ウィ

ズ･ヴァンパイア｣ (ライス, 1987)がこの典型であろう｡また萩尾望都の漫画｢ポーの一族｣

では,成長.変化せずに永遠の命をもっことの悲哀が全編にわたって通奏低音のように流れてい

る｡手塚治虫は｢ドン･ドラキュラ｣の中で,現代の日本に来てしまったドラキュラの子孫とそ

の娘の生活や困りごとをコミカルに描いている｡これらの吸血鬼は恐怖の対象ではなく,物語の

語り手なのである｡それゆえ,彼らは消え去ることがない｡

外的な異界は喪失し,囲い込まれ,内面化された｡ノンフィクションの吸血鬼は.その実体が

失われ,内面を描かれるフィクションの吸血鬼へ変化した｡このことは,吸血鬼が単なる外部の

存在から,我々の内に同様の要素を見出すことのできる存在へと変化したことを示していると考

えられる｡神話的で外的な異界が人間の中に囲い込まれ内面化する過程,そして吸血鬼が実体性

を喪失しその内面を描かれるものへと変化する過程は, 19世紀末から20世紀にかけての人間存在

の根本に関する重大な発見とパラレルなのではないだろうか｡今や吸血鬼は悲喜劇として,現代

を生きる人間とその心理をシニカルに表現しているイメージのようである｡

I　恐れとその変容　-吸血鬼の夢-　T

外的な異界を喪失した現代では,内面化された異界との関係が問題となる｡吸血鬼が我々の比

職やイメージとして現れるとき,人間の根源に触れるような恐れを感じさせられる｡この恐れは

われわれと内面化された異界との関係をよくあらわしているように思われる｡そのような意味に

おいて吸血鬼は,異界との関係を以前とは違う形で実現するために重要な意味を持っているので

はないだろうか｡

ここで,あるクライエントの見た吸血鬼の夢を提示し,吸血鬼とその恐れについての考察をさ

らに進めたい｡心理臨床で夢が扱われることは,外側からの観察記述を分析することとは異なり,

I.無限の内面性.I(ギ-ゲリッヒ, 2001)に関与し,その深みから意味を汲み取り,その体験を内

側からともにすることであると考えられる｡

夢見手であるクライエント(プライバシーに配慮して,情報の提示は最小限に留める)は,家

族関係の問題を長年にわたって現実的な方法で対処してきた｡しかし,まさに血の疹むような戦

いを繰り返し続けることに疲弊し,根本的な解決を求めて心理臨床の場を訪れた｡ここで提示す

る夢は筆者と5ヶ月ほどお会いした頃に語られたものである｡

夢!父と卓I=乗っT出かIJるO /lイウェイを走っT,温泉を克つ/Jてスるo T石と父がグ7ン

パイTIC密わるo Bがば父を題貞/=沈めるO　でる5分ば.父がそ,4,をことで死なないことをわかっ

Tいるo倉L,きれないo　古が#/*スタオルを巻いたままで遂げるo山首を遡/プT,盾中でMfzii

厨y/=頻るo　それを抱えて超/fるO
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助1'&っT,そこI=戯IJを求bTス石と,鼻ばそこぽグ7ン/1.イ7の腰だった.人がた{

さんいるIJれt',その人たちがグ7ンパイ7であることがわfrSc大きをテーブルの｢角ICIOA

(らいの人励1'いT,その^frち/こ声をfrUTも,その人fzち/3超の人b嘆/=グ7ン/1.イ7であ

ることかわからないo BがばテーブルのTIC屠れT,おもちゃのGを慶されるo　こ,4,をもので何

ができるのかとあきれるよう/こ思う0　度I=なって,みんながグ7ンパイTIC変わっT, B分が粁

ラ.二人ぐらいば戯Lた膚L;があるif.そのあとはいつの厨/=かみんなBqL Tいるo

そこでグ7ンパイ7をEかL,Tいるやつが3, 4膚上のフD7/:いることtffi>かっT,みんな

でIL/ベーターで昇ろうとTるAt. //>さいので,五人ヂつ-I3IZがIfTい(ことIL-なる.雇iぱ先

のグループ/=いて　Hisベーターを摩y石と,つぎのフaTIC行(まで/=通過LをぐTぱいtf#

いボインF,おibVMK.みたいをところか諺っT,そのことを身にやっT(るグループに教える

たX)/c古がIL一人でそこ/=屠る.そうすると周Ulcた(さJ4,のグ7ン/I.イ7I=をyかIJのやつが

いT,おもちゃの勧也TきT,灘う｡ MLTいる題中でB覚ましがをi;o

車に乗って-イウェイを走り,温泉に入る｡日常を離れた治療あるいは変容の場としての温泉

は心理臨床の場とも重なる｡そのような場で,夢見手は父に異界のモノを見る｡そのヴァンパイ

ア性(近親者に害をなし,感染すること)に恐怖を感じるが,殺しきれない｡夢見手には実体的

な退治に意味のないことがわかっている｡

夢見手はバスタオルのまま靴だけを取って,身一つで逃げる｡山道を上へと登り,助けを求め

てたどり着いたのはヴァンパイアの屋敷である｡恐れ/逃げることによって,夢見手は逆にその

本質あるいは中心へと近づいていく｡他の人は自分がヴァンパイアであることがわからない｡恐

れのない者は,ヴァンパイアに気づき向き合うことができない｡つまり,恐れこそがヴァンパイ

アとの出会いを生み出しているとも言える｡

戦う武器はおもちゃの銃や剣であり,いっのまにか吸血鬼は倒されている｡そしてお化け屋敷

を抜けることによって,夢見手と人々は｢ヴァンパイアを動かしているもの｣のもとへ向かう｡

おもちゃの武器やお化け屋敷に表わされているのは,その戦いや恐怖の非実体性ではないだろう

か｡そこでは,戦いあるいは恐れ続けるという夢見手の人為的な行為のみが純粋に求められてい

るかのようである｡

.逃げ続けることによって,夢見手はより根本へと近づいていく｡それは吸血鬼イメージの根源

にある聖なるもののようである｡しかし最後まで戦いを続けているところで目が覚める｡逃げど

も,戦えども終わらない｡一瞬一瞬だけを見ると意味のない繰り返しのように思え,我々の自我

にとって苦しみや問題に他ならないことが,しかし実は心の深いレベルからすると根源的･本質

的なものと関わっていくためのかけがえのない大切な営みを続けていることであるのかもしれな

い｡夢見手は最後に｢一人でそこに残り｣,個人的な苦しみに留まり続ける｡ここでは｢恐怖と苦

しみから抜けだすこと｣よりも, ｢その根源の場所とそこに向かう道をわかっている者としてい

る/あること｣が選ばれている｡それを通じて人々がヴァンパイアを動かすものへと向かう｡

夢見手は｢父が死なないこと｣ ｢人々がヴァンパイアであること｣ ｢ヴァンパイアを動かしている

ものが上のフロアにいること｣など,多くのことを｢わかって｣おり,それを多くの人に教えよ

うとして残る｡わかる,気づくということは実体性を持たない｡それは物理的な火ではなく, JL､
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理的な次元に光をもたらすことと言ってもよいのではないだろうか｡夢の中で夢見手は,上の階

へ上るという具体的な変化ではなく,わかっていることに気付くという心理的な次元での変化を

する｡このように考えていくと,単に恐れを減らしたり消したりすることが重要なのではない｡

恐れに対して心理学的に取り組むためには,そこに秘められている可能性,あるいは心が実現し

ようとすることを捉えていくことが求められるように思われる｡

さらにヴァンパイアとの出会いがヴァンパイアを動かしているものへと向かっていくことにつ

ながっていったように,我々は恐れを(聖なるものに対する)畏れ,すなわち聖なるものと出会

う契機としても捉えることができるように思われる｡そこで求められるのは,恐れを消し去るこ

とというより,畏れへと昇華させることであろう｡キリスト教においては,神と悪魔は常に対立

するものであるが,日本の神観念は可変性に富み,人々は妖怪を神に変換するために祭祀を行っ

た(小松, 1983)c　すなわち恐れが畏れへと変容するためには配るという作業が必要とされると

考えられる｡

この肥るという作業に必要な要素は何であろうか｡それは本質的なものへ至るために逃げ･戦

い続けるこの夢の文脈から考えると,継続性(あるいは反復性)と人為的な行為(あるいは反自

然)という二つの要素であるように思われる｡例えば念仏や題目にもこの二つの要素は色濃く見

て取れる｡配られなくなると神は零落し妖怪化する(小松, 1983)というように,配るためには

常に肥り続けなくてはならない｡そして肥る為には,ただ自然なnaturalだけでは不十分であり,

燃やす,埋めろ,踊る,歌う,祈る,供える,弔うなどといった様々な人為的なartificial行為が

必要とされる｡そのような意味において吸血鬼とは,恐れと出会い,恐れを変容させるための心

理的な作業(燃やすことによって抑圧する,光をもたらす,あるいは畏れへと昇華させる)を助

けるイメージとして捉えられるのではないだろうか｡

†　おわリに　†

夢見手のように,心理臨床の場を訪れるクライエントたちは異界と接し,関わることを余儀な

くされる｡その流れに織り込まれるセラピストも同様であろう｡そのようなことを考えるきっか

けとして,本稿では吸血鬼を取り上げ,その恐れについて論じた｡ただ,日本にはいわゆる吸血

鬼が存在しない｡日本で人間が妖怪に変身することは,しばしば内面の姿が外面に表われたもの

として説かれる(小松, 1983)が,我々もこのような意味ではしばしば異界のモノと出会い,あ

るいは異界のモノになっているのではなかろうか｡

我々は恐れと出会ったとき,それを軽減することや排除することばかりを考えがちである｡し

かし,それは心理学的に恐れと関わる姿勢とは相反するように思われる｡恐れが求めるのは,そ

れが心にとって意味することを問うていくことであり,そしてそれゆえに恐れとは変容をもたら

す可能性を持つのではないだろうか｡そのような視点のもとに,恐れに対して畏敬と謙虚さをもっ

て向き合うことが大切であると思われる｡

†　参考･引用文献　I

Aarne, A. (1961) : Verzeichnis der Marchentypen. translated and enlarged by Stith

Thompson (1973) : The types of the folktale : a classification and bibliography, Helsinki
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注

1例えば種村(1983)は,恐怖と悦楽の吸血鬼表象はキリスト教圏にしか見られず,キリスト教に固有

の倒錯であるとし,その関連を論じている｡

2吸血鬼を指し示す語は,英･仏･独語圏で使われているvampire/vampirだけでなくupyr'(ロシア),

upir (スログァキア), vukodlak (セルビア･クロアチア), vrykolakas (ギリシア), vulkolak (ブル

ガリア), strigoi (ルーマニア)など様々な呼称があり,微妙な異同がある｡またその語源には,鳥に
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似て非なるもの,人狼名称との混交,魔女という三つの流れがある(種村, 1983;栗原, 1991;須永,

1993参照)0

3 『オックスフォード英語辞典J)によれば1734年, r吸血鬼の事典.a (バンソン, 1994)によれば1732年

とのこと｡

4吸血鬼伝承の記録については,有名な事件に関しては多くの研究書に同じ記述が引用されているので

はあるが,とくに広範な民俗学的文献調査を行ったバーバー(1991)に詳しい0

5　この方法は,自らが吸血鬼になるのを予防する方法として信じられていた(栗原, 1991)｡

6吸血鬼について,医学的な観点からの腐敗異常(例えばバーバー, 1991)や,歴史的観点から流行病

とりわけ黒死病(ペスト)との関連が論じられているo　また現代ではエイズのメタフ7-としても用い

られる｡

7ただし神罰について,ローマ教皇ベネディクト14世などが吸血鬼信仰を悪徳司祭のデマゴギ一に帰し

た(種村, 1983)こと,つまり下級司祭が土俗的吸血鬼伝説を利用し,民衆に恐怖を与え,その代わり

に信仰と金を得るという関係があったことは見逃せない｡

8　この背景には宗教上の問題があるO 18世紀のフランス啓蒙主義者ヴォルテール(1973)は,ギリシア

正教会とローマ教会派のL解釈の対立から説き起こしているo　すなわちギリシア正教会からすれば,ギリ

シアの土に埋葬されたローマ教会派の信徒の死体は腐敗しない｡なぜなら彼らは正教会を破門された人

間だからである｡ローマ教会派の見方は正反対で,腐敗しない死体こそ聖者の徴なのである｡この東と

西の解釈の違いには宗教的問題のほかに政治的問題も絡んでくる｡

9世間一般に知られる十字架はあまり伝承には登場しない｡これは注7に示したことと共に,キリスト

教と吸血鬼との関係を考える際に重要な要素であると考えられる｡

10火葬が発達している地域には吸血鬼伝説は育たなかった(バ-パー, 1991;栗原, 1991;種村,

1983)からである｡

11へカテーはティターン神族の女神であり,アステリア-とベルセ-スの子である｡三方向に三つの顔

を向ける三重の像としてあらわされ,冥界の女主として夜になると喝噂する犬に伴われながら,死者の

霊とともにさまよい歩いた(ケレ-ニィ, 1974)0

12またはエンプ-サとも｡血を吸い,人を食うものとして, -カテ-･ラミア･エンプーサは時に同一

視される｡

13オイディプス神話と比較したうえで,ドラキュラを恐るべき父とする向きもある(種村, 1983)｡

14 []本でも人を食う鬼子母神や,尻から血を吸う河童,生き血を吸う磯女･磯姫などが存在するが,こ

れらは全て西欧の吸血鬼とは異なり,元々妖怪や神に近い非人間的存在である｡ただし小松(1995)の

紹介する｢葬式の晩の蓑笠をっけた来訪者｣は吸血こそしないものの伝承の吸血鬼の特徴にかなり近い

と思われる｡

(心理臨床学講座　博士後期課程2回生)

(受稿2006年9月8日､受理2006年12月7日)
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Vampires and the Transformation of Fear :

A Study about the Relationship with the Other World in

Psychotherapy

INOUE Yoshitaka

Psychological problems generate fear and anxiety. In psychotherapy, it is necessary

to consider the other world (''IKAP'in a term of folk studies). This paper focuses on

the vampire image and its change from a viewpoint of clinical psychology. According to

Slavic folklore, vampires were characteristically dead persons who had come back to life

to harm people. They would appear at night to drink the blood of close relatives. The

victims themselves then had the possibility of becoming vampires. For these reasons,

the people feared vampires. So, vampires are destroyed substantially by the artificial

work as burning and/or impaling with a stake. On the basis of historical background,

along with the fundamental discovery about human existence from the 19th century,

vampires lost their substantiality and were transformed. Until now, they have held

mental agony. It is a symbol of mternalization of ''IKAI1-　We need to tackle a vampire

psychologically. Therefore to consider the meaning of vampire image and the

relationship with the other world in our time, one dream is indicated and discussed. We

must discover the meaning of the fear as a moment of meeting the sacred, which needs

the worship. For the transformation of fear, continuation and artificiality is

suggested. So, the vampire image helps to meet and transform fear.
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